



















潰瘍の種類は、褥瘡 1 例、糖尿病性壊疽 2 例、

















































































今回我々は、褥瘡 1 例、糖尿病性壊疽 2 例、
外傷性皮膚欠損創 1 例、外科手術後離開創 3 例
に対しVACを使用した。


















症例 年齢（代） 性別 適応傷病名（部位） 陰圧負荷 施行期間（日）交換回数（回） 創閉鎖法
1 60 女性 糖尿病性壊疽（右足部） 連続 24 7 分層植皮
2 70 女性 褥瘡（仙骨部） 連続 21 6 大臀筋穿通枝皮弁
3 70 女性 外科手術後離開創（腹部） 連続 21 6 保存的治療
4 40 女性 外傷性皮膚欠損創（左足部） 連続 19 5 分層植皮
5 70 女性 外科手術後離開創（右背部） 連続 28 8 有茎広背筋皮弁
6 60 男性 糖尿病性壊疽（左足部） 連続 28 8 分層植皮
7 70 男性 外科手術後離開創（腰部） 連続 17 5 局所皮弁
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